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背景とねらい： 
ロコモティブシンドロームの一つとして関節機能の劣化があります。食品の機能性を

活用して関節機能の劣化を抑えることでロコモティブシンドロームの予防が期待できま

す。 

一方、小豆島を中心に近年、オリーブの栽培とオリーブオイルの生産が盛んになって

きています。オリーブオイルの生産では加工副産物として、搾り粕や果汁が出ますが、

そのほとんどは産業副産物となっています。 

オリーブ搾り粕や果汁に含まれる成分の中から、ロコモティブシンドローム予防に有

効な成分を見つけ出し、製品化することで、健康寿命の延伸に寄与するとともに、加工

副産物を有効利用することを目指しました。 
 

特長と効果： 
オリーブ搾り粕と果汁に含まれる微量成分としてマスリン酸を見出しました。また、

マスリン酸を豊富に含む食品素材オリーブ果実エキスの製造法を確立しました。 

マスリン酸のロコモティブシンドローム予防効果について、動物モデルにおいて検証

したところ、その摂取によって関節炎予防作用が発揮されることが明らかになりました

（図 1）。またヒトにおいても抗関節炎作用が検証されています。 

 

図 1. マスリン酸摂取による抗関節炎作用 

 

図 2. マスリン酸を含有する商品（日本製粉株式会社） 
 
社会実装の対象と可能性： 
日本製粉株式会社より、SIPで得られたデータを活用し、オリーブ油搾り粕からマスリ

ン酸を有効成分として抽出した粉末（オリーブ果実エキス）を配合した「マスリンゼリ

ー」、「アマニ油＆NAグルコサミン」、「マスリンタブレット」の 3つの商品が上市さ

れました（図 2）。これらの商品の活用によって関節炎予防が期待できます。 
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